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 自由学園最高学部 研究奨励金 実績報告書 
· 研究奨励金申請書で申告した研究が終了したら、すみやかに本報告書に必要事項を記入し、書面で最高学部教師室に提出してください。あわせてWordファイルをg-kyoumu@jiyu.ac.jpへ提出してください。
記入日：0000年00月00日

	研究課題
	○○○○○○○○○○○○○○

	学生氏名
	（共同研究の場合は代表者氏名）
	課程学年
（記入時の学年）
	0年課程0年

	
	○○○○○
	
	

	
	（共同研究の場合はここにすべての連名者氏名を書いてください）

	
	○○○○、○○○○、○○○○、○○○○、○○○○、○○○○

	研究区分
	A海外　　B国内
	受給金額
	000,000円

	研究成果の概要

	どのような目的で、どのようなことを行って、どのような結果を得たのかについて、事実を分かりやすく記述してください。また、研究を実施するにあたって、指導してくれた方や助言をくださった方がいる場合は、それも明記してください。紙面が足りない場合は別葉に記載しても構いません。なお、記述量が少ない場合は、最高学部教師会から修正指示を出すこともあります。なお、記入にあたって、この説明文は削除してください（以降の項目も同じ）。


	
	学生氏名
	

	今後の展望・課題、感想など

	　今回の研究は今後どのように展開する予定ですか。継続しますか、それとも区切りをつけて別の研究にシフトしますか、そういった展望や課題などについて記述してください。また、今回の研究についてでも、研究奨励金制度についてでもどちらでも構いませんで、感じたことを聞かせてください。


	収支決算の報告

	　支出した経費の内訳を、学費、旅費、物品費、印刷・製本費、通信・運搬費など、項目ごとに整理して記述してください。領収書やレシートの添付は必要ありませんが、最高学部教師会が必要に応じて確認をすることもありますので、本報告書提出後1ヶ月の間は処分せず手元に残しておいてください。


	研究成果の発表　

	学外で発表した場合は、どこでいつどのような内容をどのような形式で発表したか記載してください。学内の場合も同様です。



· 提出された報告書の内容は、最高学部教師会の判断のもと、自由学園公式サイト等に掲載して紹介することもあります。掲載の際には、連絡なく編集することもありますが、ご了承ください。また、研究成果を中等科・高等科その他の場所で発表することをお願いすることもあります。声をかけられましたらご協力をお願いいたします。ただし、個人としての学術論文への投稿や特許申請に関連した希望などがある場合，開示内容を限定しますので、その場合はその旨を明記してください。
最高学部教師会記入欄
	受理日
	0000年00月00日
	課題番号
	

	備考：




